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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学・代数学 
キーワード：群の表現論、頂点作用素代数 
 
１．研究計画の概要 
 代表的かつ基本的な頂点代数の族の 1 つに 
W 代数がある. W 代数は様々な側面を持つ
が , 我々は次の視点から W 代数を研究す
る. 
 
I) アフィン Lie 環のモジュラー表現論との
関わりにおいて 
II) アフィン Lie環の臨界レベルの表現論と
の関わりにおいて 
III) アフィン Lie 環の最高ウエイト表現の
随伴多様体との関わりにおいて 
IV) モンスター群との関わりにおいて. 
 
２．研究の進捗状況 
(1) Peter Fiebig氏との共同研究により、臨

界レベルのアフィンリー環の表現論につ
いて次の成果が得られた。 
① 公 表 さ れ て い な か っ た

Feigin-Frenkel 予想を定式化し、
restricted Verma 可群の構造を
subgeneric の場合に決定した
（arXiv:0812.3334[math.RT], to 
appear in Trans. Amer. Math. 
Soc.）。 

② Feigin-Frenkel 予想の一部である
restricted category における
linkage principle を証明した
(arXiv:0909.4214 [math.RT])。 

(2) Dmytro Chebotarov 氏 及 び Feydor 
Malikov氏との共同研究により、捩じれた
カイラル D 加群の概念を導入し、これを
用いて臨界レベルのアフィンリー環の G
可積分な表現の旗多様体上への局所化に
成功した（ Selecta mathematica, new 
series, vol.17, no. 1, 1-46, 2011）。 

(3) (2)の続編として、Feydor Malikov 氏と
の共同研究により以下の成果が得られた。 
① 旗多様体上の捩じれたD加群の高次

コホモロジーの計算に成功し、臨
界レベルのアフィンリー環の指標
公式に応用した（arXiv:0903.1281 
[math.AG]）。 

② 上記結果と Lie algebra コホモロジ
ーとの関係を明らかにした（VIII 
International Workshop [AIP 
Conf. Proc.]. Vol. 1243, pp. 
151-164. 15-21 Jun 2009） 

(4) 頂 点 代 数 の C_2 有 限 性 条 件 と
Beilinson-Feigin-Mazur の lisse 条件と
の 同 値 性 を 明 ら か にし た (Math. Z. 
(online first).) 

(5) W 代数の C_2 有限性条件とアフィン Lie
環の最高ウエイト表現の随伴多様体との
関係を明らかにし、多くの場合に W 代数
の C_2 有 限 性 条 件 を 証 明 し た
(arXiv:1004.1554[math.QA])。 

(6) Bershadsky-Polyakov 代数の有理性を証
明した(arXiv:1005.0185 [math.QA]). 
 

３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 特に研究計画の概要における II), III)に
ついては上述の通り十分な成果が出ている
と考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
III)については予定通り研究を進めたい。 
II)については予想以上に視野が広がったの
で今後はより幅の広い研究を進めていきた
いと考えている。 
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I), IV)については II),III)の研究が予想以
上に忙しくなり、相対的に力を入れ方が弱く
なっていたと思う。今後は少しづつこちらの
方にも力を入れていきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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